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ある 200年の 240,人、全出産者の 22.5%と比
〈研究報告〉
高年出産後の母乳育児の状況
～ 34 歳以下と 35 歳以上の比較から～
小平明日香 ）　及川裕子 2）　久保恭子 3）
Situation of breastfeeding after advanced maternal age
— Comparison of mothers aged 35 years or more with those aged 34 years or less —
Asuka KODAIRA)  Yuko OIKAWA2)  Kyoko KUBO3)
　【目的】高年出産後の母親の母乳育児の状況と関連因子を明らかにし、今後の高年出産後の母親の母乳
育児を推進するための資料を得る。【研究方法】質問紙調査。Spearman 順位相関係数で分析した。本研
究は所属機関の倫理委員会の承認を得た（承認番号 19 研- 002）。【結果】35 歳以上群の授乳の特徴と
しては、母乳栄養で不足する量を人工栄養で補い、夜間授乳回数が多く搾乳回数も多かった（p ≦ 0.01）。
また、人工栄養回数の増加と 「焦りを感じる」傾向、「授乳満足感」の低下に相関があることが明らかに





advanced maternal age, breastfeeding, breastfeeding satisfaction
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身長（cm） 4～0 5.5 4.
体重 （kg） 40～ 54. .
体重増加（kg） 0～20 .04 3.3
出生体重（g） 2204～4342 303.3 3.
分娩所要時間（時間） 0.～34 . .2
出血量（cc） 50～20 33.4 235.5
授乳時間（１回当たり/分） 0～0 .4 .5
人工栄養量（１回当たり/cc） 0～50 4.2 3.4














































n パーセント n パーセント n パーセント
準備をしていた  42.3 45 42.0  43.2
準備をしていない  53.5 5 53.3 20 54.
未回答  4.2 5 4.  2.
合計 44 00.0 0 00.0 3 00.0
表３．授乳の状況
34歳以下 35歳以上
n R M SD n R M SD
１日授乳回数 0 0～20 .0 3.4 3 0～20 .24 3.
夜間授乳回数 0 0～5 2.5 .05 3 0～ 3. .0
１回授乳時間 00 0～0 .4 .54 3 0～30 .44 .3
人工栄養１日回数 5 0～2 3.34 3.4 34 0～0 3. 3.2
人工栄養１回量 5 0～50 4.53 3. 35 0～50 50.00 3.54
人工栄養１日総量 3 0～ .2 204.5 34 0～00 22. 235.





































































0.05 .25* .* 0.3 0.02 .25** .20** .20** .23*
0.50 0.02 0.03 0.0 0.23 0.002 0.002 0.002 0.03
34歳以下
0.4 .254* 0.5 .* 0.45 .32** .33** .2** .2**
0.40 0.00 0.05 0.04 0.4 0.00 0.00 0.003 0.00
35歳以上
－0. 0.0 0. －0.035 －0.024 0.0 0.05 0.23 0.040
0.24 0.53 0.2 0.3 0.0 0.55 0.550 0.4 0.








 幸せな気分になる －0.23 －0.5 －0.020
0.50 0.0 0.0
2 愛情を感じる －0.034 －0.05 0.05
0.2 0.54 0.4
3 親子の絆が深まる －0.0 －0.53 0.00
0.20 0.24 0.50
4 出産した喜びを感じる －0.03 －0.04 0.54
0. 0.2 0.3
5 安心感を感じる 0.00 －0.03 0.03
0.4 0.55 0.552
 かわいさを実感する －0.2 －0. －0.3
0.5 0.242 0.53
 スキンシップをはかれる －0.005 0.002 －0.0
0.5 0.4 0.3
 眠れない 0.43 0.0 0.0
0.05 0.0 0.
 時間が拘束される 0.04 0.05 0.025
0.5 0.2 0.
0 負担を感じる 0.5 0. 0.0
0.0 0.0 0.4
 ストレスを感じる .20** .35** 0.
0.00 0.00 0.2
2 焦りを感じる .3** .34** .45**
0.000 0.000 0.004
3 体力が足りない .2** .255** 0.25
0.002 0.00 0.04
4 無理をしている .203* .200* 0.
0.0 0.045 0.20
5 人前で授乳するのは恥ずかしい 0.033 0.03 0.04
0.0 0.4 0.
 母乳はミルクより経済的 0.033 0.00 －0.4
0. 0.3 0.50
 ミルクより手間がかからない －0.0 －0.42 －0.04
0.20 0.5 0.34
 自分も母乳で育てられた －0.0 －0.03 0.00
0.03 0.2 0.20
 周囲から母として認められる －0.03 －0. .43*
0.54 0.05 0.02
20 母親としての役割 0.00 －0.05 0.22
0.35 0.342 0.0
2 アレルギーの予防になる －0.44 －.203* 0.00
0.02 0.040 0.0
22 脳の発達にいい －0.4 －0.5 0.002
0.0 0.03 0.3
23 世界的に母乳が勧められている －0.3 －0.2 －0.42
0.25 0.203 0.40
24 母乳は栄養的に優れている 0.045 0.00 0.45
0.5 0.30 0.3
25 愛着形成に効果的 －0.25 －0. 0.0
0.45 0.00 0.0
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長沼貴美 ）　佐藤美香 ）　二村文子 ）　宝田慶子 ）
Experiences of Students Aiming to Become Nursery Teacher 
Who Participated in Baby Care Practice











baby care practice, feelings toward children, students, nursery teacher





























































































































働省雇用均等・児童家庭局 , 20 b）、本研究は
保育を学ぶ学生を対象に行っているため、０～
６歳を想定し、「赤ちゃんや子ども」と表記した。
(2) 対児感情評定尺度　改訂版（花沢 , 2）
　対児感情は、花沢の対児感情評定尺度を使用
した。対児感情評定尺度は、再検査法で接近項






















































































































性別 男性 2 4.8
女性 40 95.2
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見学・視察中心型（花井ら , 204 ; Janjua, 20; 田










































































































日数 日にち 曜日 滞在












5 03月0日 金 代替療法に関するセミナーへ参加UPCN教員によるフィリピンのヘルスケアシステムの講義 マニラ
 03月02日 土 市内視察 マニラ
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 03月04日 月 予防接種に関するセミナーへ参加、１年生の授業に参加・交流 マニラ
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 03月0日 木 カビーテ州にてUPCN４年生と家庭訪問 カビーテ州
2 03月0日 金 最終プレゼンテーション研修終了式、交流会 マニラ


















































Community Health Nursing (2)
・WHO-PENとPhil-PEN





A Reproductive health activities in the Philippines
B Key focus of health education for family members with diabetes mellitus in the Philippines



















　Cavite 州 は 205 年 時 点 で 人 口 約 3 万 人
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和文原稿 原稿枚数（40 字× 36 行） 和文抄録字数 英文抄録語数
総説 16,000 字以内 11 頁 400 字以内 不要
原著 16,000 字以内 11 頁 400 字以内 300 語以内
研究報告 16,000 字以内 11 頁 400 字以内 不要
実践報告 14,000 字以内 9頁 400 字以内 不要
資料 14,000 字以内 9頁 400 字以内 不要
その他 14,000 字以内 9頁 不要 不要
表２　英文投稿における様式
英文原稿 原稿枚数（１頁 900 語程度） 英文抄録語数
総説 5,000 語以内 5～ 6頁 300 語以内
原著 5,000 語以内 5～ 6頁 300 語以内
研究報告 4,000 語以内 4～ 5頁 300 語以内
実践報告 3,000 語以内 3～ 4頁 300 語以内
資料 3,000 語以内 3～ 4頁 300 語以内


















































































































































　本巻には、研究報告１本、実践報告 1本、資料 1本の合計 3本の論文を掲載いたしました。2020 年度は、
新型コロナウィルスの急速な感染拡大に伴って、オンラインによる遠隔授業やオンライン実習が余儀なく
されました。今となっては、ICT技術の修得は教育だけでなく研究や社会活動にも大きな幅を与えてくれ
ましたが、オンライン授業の準備に費やされた労力によって、研究に割ける時間やエネルギーが削がれた
ことは間違いないと思います。このコロナ禍の厳しい状況の中、投稿してくださった先生方ならびに投稿
論文を丁寧に査読していただいた査読者の皆様に心より感謝申し上げます。
　本紀要もまた、これまで電子媒体は編集作業以降で使用していましたが、申請から査読、編集までのす
べてのプロセスをオンライン化する方向で改正して参ります。これもコロナ禍による産物であると考えま
す。今後も変化する教育活動の実態に応じ、査読・編集プロセスの検証をし、工夫を続けていきたいと考
えております。
　最後に、今後も本紀要を研究教育活動の成果を公表する場としてご活用いただければ幸いです。
　次号への皆様のご投稿をお待ちしております。
2020年度　創価大学看護学部紀要編集委員会
委員長　　内山　久美
編集委員　大釜　徳政
編集委員　青木　涼子
編集委員　今松　友紀
編集委員　佐藤　美香

